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「健康維持・増進とケアを分野連携で
多面的に考える授業」 
 
   薬学分野からの提案 

北海道薬科大学  黒澤 菜穂子 



地域包括ケアシステムの実現へ向けて（厚生労働省ホームページから） 



プライマリ・ケアとは、幅広く国民の健康福祉に関わるあらゆる問題を
総合的に解決していこうとする地域での実践活動です。医師、歯科医
師、薬剤師、看護師、介護職、福祉職などが参加し、多職種が同じ席
に着き一緒に考え活動するという特色があります。 
  現在の地域医療は多職種との連携・協働なしには成り立ちません。
地域医療実践の担い手として薬剤師も期待されています。 
（日本プライマリ・ケア連合学会ホームページから） 

「プライマリ・ケア」 

プライマリ・ケア認定薬剤師制度（2011年2月からスタート） 



「ケア」とは 
ケア (care) は、広い意味では、世話や配慮、気配り、手入れ、メン

テナンスなどをすることである。乳幼児の世話からペット、衣服の管
理、髪や肌の手入れまで、すべてをケアと呼ぶ。 
 

狭義では、看護、介護のことをいう。但し、看護でのケアは正しくは
「看護ケア」というのが正式な呼び名。 

薬剤師として必須な医療人としての心
構えを「ケア」について考えることにより
学ぶ 


